
●
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
じ
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
活
動
さ
れ
て

る
ん
で
す
ね
。（
同
ペ
ー
ジ
左
下
枠
参
照
）
そ
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

原
　
「
お
や
じ
の
会
」
で
す
が
、
一
番
大
き
い
イ
ベ
ン

ト
は
夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
ね
。
親
子
の
希
望
者
を

募
っ
て
学
校
の
敷
地
内
で
や
る
ん
で
す
よ
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
、
夜
の
学
校
探
検
を
し
て
、
体
育
館
に
泊
ま
る
っ

て
い
う
。
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら

「
学
校
林
活
用
委
員
会
」
。
学
校
所
有
の
山
が
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
こ
が
悲
惨
な
ぐ
ら
い
荒
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
、
手
入
れ
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
。
間
伐
は
森
林
組
合
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

道
な
ど
は
自
分
た
ち
で
整
備
し
て
い
ま
す
。
池
に
沿
っ

て
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
っ
た
ん
で
す
が
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
ま
た
一
か
ら
や
り
直
し

に
な
っ
た
り
。

●
大
変
そ
う
で
す
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
楽
し
ま
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。

原
　
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
、
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、

い
つ
の
間
に
か
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
最
高
で
す
よ
！ 

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
大
人
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
取

り
組
む
後
姿
を
見
せ
て
、
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
で
す
ね
。

●
「
さ
ぽ
ら
ん
て
」
で
行
っ
た
「
ハ
ー
ト
リ
ン
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」(

上
記
参
照)

に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
ね
。

原
　
末
っ
子
が
こ
の
春
（
平
成
　
年
度
）
で
小
学
校
を

卒
業
す
る
の
で
、
新
し
い
出
会
い
を
探
そ
う
と
思
っ
た

ん
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
き
っ
か
け

が
な
い
と
入
れ
な
い
で
す
よ
ね
。
一
生
懸
命
仕
事
を
し

な
が
ら
も
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
は
、
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
「
お
や
じ
の
会
」
に
入
っ
て
よ
か
っ

た
の
は
、
異
業
種
の
お
父
さ
ん
た
ち
と
顔
見
知
り
に
な

り
、
仲
間
に
な
れ
た
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

●
春
で
す
し
、
何
か
を
は
じ
め
る
に
は
い
い
季
節
で
す

ね
。

原
　
社
交
的
で
な
く
て
も
と
り
あ
え
ず
表
に
出
た
ほ
う

が
い
い
で
す
よ
ね
。
私
の
場
合
は
職
場
と
地
域
活
動
が

両
輪
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
と
き
に
で
き
る
こ
と

を
や
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
。
あ
る
方
の
言
葉
で
「
社

会
参
加
は
肩
肘
張
っ
て
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
良
い
加

減
に
や
る
も
の
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぐ
ら
い
で

い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

●
市
民
広
報
記
者
よ
り
●

　
「ハ
ー
ト
リ
ン
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
、原
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
の
は
、山
口
の
文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
る
「Ｙ 

 

」と
、

知
的
障
が
い
者
も
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に

応
援
し
て
い
る
「ひ
つ
じ
の
会
」で
す
。
「
Ｙa

o

」で
は
、子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
缶
バ
ッ
チ
を
作
っ
た
り
、「ひ
つ
じ
の
会
」で
は

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、お
好
み
焼
き
や
ギ
ョ
ウ
ザ

を
作
っ
て
、み
ん
な
で
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た
り
し
ま
し
た
。
現
在

原
さ
ん
は
「Ｙ 

 

」に
籍
を
置
い
て
、活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

「ハ
ー
ト
リ
ン
ク
」の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、人
と
人
と
が
つ

な
が
っ
て
い
く
。
こ
ん
な
素
敵
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
立
ち
会
え

て
、よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
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つながる お 買いもの

弘法茶(カワラケツメイ茶）わっか屋わっか屋 あなみ案山人案山人

徳地の人々に愛され、

ブランド特産品に成長中！

徳地の人々に愛され、

ブランド特産品に成長中！

人と地球が喜ぶ暮らしを

提案するお店

人と地球が喜ぶ暮らしを

提案するお店

あつまった　なかまが

みをむすぶ。

あつまった　なかまが

みをむすぶ。

「無から有を生む」

無農薬・有機栽培。

これぞ農業！

「無から有を生む」

無農薬・有機栽培。

これぞ農業！

特産品ショップやまぐちさん

山口市道場門前1-3-16

　083-934-9120

　10:00～18:00

　不定休（基本的に第１水曜日）

　周辺有料Ｐ有り

山口市金古曽町1-9

　083-932-7880　

　11:00～18:00

　火曜日定休

　３台

　http://waccaya.soreccha.jp/ 

山口市天花1丁目11-15

　083-941-5597　

　11:30～14:30 (LO 13:30)

　木曜日のみ営業

　５台

やまぐちさん前で出張販売

　090-9571-8022

　7:00～お昼ぐらい

　火・水・木・土曜日に営業

　周辺有料Ｐ有り　

　徳地の名産、弘法茶をご紹介。カワラケ

ツメイという薬草を使った健康茶で、昔か

ら親しまれてきました。

　このお茶で地域を活性化しようと、平成

19年にとくぢ健康茶企業組合が発足。休耕

田をもつ農家の方々と契約栽培を結び、生

産を増やしてきました。

　無農薬・無化学肥料にこだわり、この方

法で栽培された商品のみに与えられる「エ

コ１００」の認定を受けています。ポリフェ

ノール値がより高くなる天日干しを行うな

ど、大切に扱われ、その価値を高めていま

す。

　弘法茶(100ｇ350円)は、番茶のように香

ばしく飲みやすいです。ティーパック(16

袋450円)もあり。ドクダミや柿葉などが入っ

たブレンド茶、里の八草茶(450円)も人気

です。

『特産品ショップやまぐちさん』や徳地の

『南大門』などで購入できます。

　古い民家を改装した、なんだか懐かしい

雰囲気のあるお店、『わっか屋』。お店に

入ると店主の角さんが選んだ、自然環境を

大事にした心や体に優しい食品や衣料雑貨

などがたくさん並んでいます。

 

「私たちが普段食べたり、着たり、使って

いるものたちは『誰が、どこで、どのよう

にして』作られたんだろう？そういうこと

に想いをはせてもらえるよう、作り手やも

のの背景を伝えていくことが私の役目。作

る人の喜び、買う人の喜びが循環できると

いいな。わっか屋という名前にはいろんな

わ”和、環、輪”でつながっていきたいと

いう思いがこめられています」

 

　お店の２階で、お味噌作り、ふんどし作

り、暦のワークショップなどの講座も開か

れます。今後の予定は『わっか屋新聞』や

ブログ『わっか屋日記』をチェックしてみ

てください。

 

　週1回、木曜日だけ営業しているレスト

ランがあります。20食限定、500円の日替

わりランチがお店のメニュー。手作りのや

さしい味で、心もふっとあたたかくなりま

す。地域の人たちと、一緒に使われていけ

ばいいなあ。みんなでいいものにできると

いいなあ。そんな気持ちで、昨年9月に

オープンした、コミュニティレストランで

す。レストラン、展示スペース、はたまた

地域の集会所にと、その利用方法は無限

大。いろいろな可能性を秘めています。

　障がいをもつ方々を支えるNPO法人ラブ

コミュニティーライフの運営で、普段は作

業所で働いている利用者のみなさんも、実

際にスタッフとして、調理や接客などを担

当して働いています。お客さんに、「おいし

かったよ、ありがとう」と言われたり、常

連さんに「またきたよ」と声をかけられた

り。そんななか、楽しくやりがいを感じな

がら仕事をしているみなさんの姿が、印象

的でした。予約がおすすめ。普通の民家で

す。看板を目印に、探してみて。

　商店街のやまぐちさん前で野菜を販売し

ている、『案山人』の高橋さん。週4回、

阿東からやってきます。どの野菜も採れた

て新鮮！

「どれがおいしいのー？」

「大根はどうやって干したらいいんかねー？」

　取材中、ひっきりなしに訪れるお客さん

が、いろいろなことを尋ねていました。わ

からないことは、聞いてみよう。

　商品についている白いラベルには、農薬

と化学肥料の使用回数と生産者名、生産地

が記入されています。オレンジ色のラベル

は、無農薬・有機栽培をあらわします。顔

は見えないけれど、高橋さんを通して、生

産者と消費者はお互いを感じることができ

ます。

「農業を支えて、地域を守っている農家は

高齢で、なかには90歳近い人も。その現実

を、よく噛みしめてほしい。農薬は使うも

の、という、農家の意識も変えていきたい

ね～」と高橋さん。

か か しか か し

案
山
人
か
ら

旬
の
山
菜
セ
ッ
ト

３名様

わ
っ
か
屋
か
ら

黒
五
郎
・
ひ
ろ
し
さ
ん
の
竹
炭３名様

あ
な
み
か
ら

ペ
ア
の
お
食
事
券

３組様

と
く
ぢ
健
康
茶
企
業
組
合
か
ら

弘
法
茶
３
５
０
円

５名様

「クロスワードパズルを解いてこだわり商品をもらおう」 詳しくは4ｐプレゼント応募要項をご覧ください。

ハートリンクプロジェクトに参加された

原秀昭さんにインタビュー。

原さんは、今まで小学校を通じて地域活動をされてきました。

その苦労や楽しさ、この企画に参加された理由などについて

お話を伺いました。

Interview参加者

ハートリンク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地域や誰かのために何かしたいと思った人たちが、

すでにその活動を始めている団体に、気軽に「体験入門」するというもの。

「市民活動支援センターさぽらんて」が平成21年度に１年かけて行ってきた事業です。

ハートリンクプロジェクト から広がる世界。

はら・ひであき / 47歳。山口市出身、在

住。野田学園高等学校卒業。現在、

農林水産省中国四国農政局に勤務。

足掛け10年ほど、さまざまな形で地域や

小学校と関わり続けている。３人姉妹の

よきお父さん。

原　秀昭 

原さんの地域ふれあい活動の記録

１年目(平成10年）

長女が５年生のときにＰＴＡ役員になる。

２年目(平成11年）

ＰＴＡ副会長に就任。

３年目(平成12年）

ＰＴＡ会長に就任。３期連続で務める。

同時に「おやじの会」（良城小学校のお父さん

の会）に入会。平成22年２月現在、会長４年

目。

６年目（平成15年）

「学校林活用委員会」（学校・ＰＴＡ・地域

が協力して、学校林をよくしていこうとい

う組織）が発足。以来現在まで会長を任され

ている。

12年目（平成21年）

さぽらんて事業「ハートリンクプロジェクト」

に参加。

現在（平成22年）

上記事業で出会った「Yan」に入会。

TEL

時

営

Ｐ

TEL

時

定

Ｐ

HP

TEL

時

定

Ｐ

TEL

時

営

Ｐ

HP

TEL

時

営

Ｐ

Shop Goods&

創刊記念太っ腹企画！

ただの売り買いではなく

環境に配慮し、誰もが幸せになることを願って

作ったり、売ったりする人たちがいる。

買うことでつながる、心を感じるお買いものをしませんか♪�

1

ハートリンクプロジェクトって何？

←湯田 宮野→204

井筒屋

山口市商店街アーケード

Ｐ

Ｐ

さ
ぽ
ら
ん
て

↑
県
庁

山
口
駅
↓

文
榮
堂

コ
ー
プ

や
ま
ぐ
ち

Ｐ

無
印
良
品

市役所
サンルート

←湯田 宮野→204

井筒屋

山口市商店街アーケード

Ｐ

Ｐ

さ
ぽ
ら
ん
て

↑
県
庁

山
口
駅
↓

文
榮
堂

コ
ー
プ

や
ま
ぐ
ち

Ｐ

無
印
良
品

市役所
サンルート

204

←小郡 宮野→

山口赤十字病院

上山口駅

大殿小

Ｐ

七尾山
トンネル

酒のヒーロー

菜香亭

９

９

204

←小郡 宮野→

菜香亭

上山口駅

（株）野田

七尾山
トンネル

広場

一
の
坂
川

マリン

〒

県庁

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

山口赤十字病院

雲谷庵跡

瑠璃光寺

受け入れ団体は「Yan（山口アートネットワーク）」「山口の街並を着物で歩こう会」「NPO法人ひつじの会」「肉球生

活向上委員会With.Wan」「NPOコミュメディア」の５つ。参加者は８名。大学生からお孫さんがいらっしゃる方まで、幅

広い年齢層の方に集まっていただきました。

こうぼうちゃ
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